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「牛ボツリヌス症」が県内で発生

７月７日～ 肉用牛農家１戸において

ふらつき、後肢麻痺からの起立不能
を主症状とする牛が短期間に複数頭発生。

７月１５日 外部機関の検査によりＤ型毒素を検出

→症状、発生状況、検査結果より「牛ボツリヌス症」と診断

その後、農家の衛生対策等により続発は減少。

◎発生状況と当該牛の症状

～発生状況と当該牛の症状、対策についてお知らせいたします～
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◇野生動物、野鳥（特にカラス）の侵入防止
◇品質の悪いサイレージは給与しない
◇餌槽や水槽の定期的な清掃、点検
◇消毒の励行 （ボツリヌス菌に有効なビルコンＳ、クリンナップなどの使用）

◇牛床の適切な管理、敷料の定期的な交換

〇感染防御策として、飼養衛生管理基準の遵守

〇発症予防策として、ワクチンの接種※

※現在、ワクチンの供給量に限りがありますので、NOSAI
では発生農場、隣接農場を優先して対応されています。

◎対策

牛ボツリヌス症の原因菌は牛特有の菌で人には感染しません。
隣接農場にはすでに情報共有・対策について説明しています。


